
議
員
提
出
第
十
三
号
議
案

陸
上
自
衛
隊
の
定
員
確
保
を
求
め
る
意
見
書

自
衛
隊
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
実
験
や
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
対
策
等
の
対
応
に
加
え
、
国
際
協
力
の
本

来
任
務
化
に
よ
り
、
ゴ
ラ
ン
高
原
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｆ
、
イ
ン
ド
洋
で
の
給
油
活
動
等
の
国
際
貢
献
も
継
続
さ
れ

る
と
と
も
に
、
世
界
的
規
模
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
国
民
の
目
に
は
触
れ
な
い
国
際
緊
急
援
助
隊
の
待
機

も
恒
常
化
し
て
い
る
。

中
で
も
、
災
害
派
遣
は
、
国
民
の
多
く
が
最
も
期
待
す
る
分
野
で
あ
り
、
阪
神
淡
路
、
中
越
地
震
等
の
例

も
あ
る
と
お
り
、
大
災
害
に
有
効
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
最
大
の
組
織
が
陸
上
自
衛
隊
で
あ
る
。

本
県
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年
か
ら
四
年
間
に
甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
台
風
や
集
中
豪
雨
等
の
た
め

延
べ
二
、
五
九
六
人
も
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
、
ま
た
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
や
毎
年
開
催
さ
れ

る
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
も
主
催
者
と
と
も
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
む
本
県
に
と
っ
て
陸
上
自
衛
隊
員
は
、
任
務
外
で
も
地
域
活
動
の
担

い
手
と
し
て
過
疎
地
域
の
振
興
に
資
す
る
活
躍
を
し
て
お
り
、
県
民
の
期
待
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
期
待
さ
れ
る
陸
上
自
衛
隊
の
多
様
化
し
た
役
割
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
基
礎
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

高
度
な
専
門
能
力
と
組
織
力
は
代
替
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
期
待
に
逆
行
し

て
防
衛
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
本
県
の
陸
上
自
衛
隊
の
人
員
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
域
社
会

の
発
展
及
び
地
域
住
民
と
の
連
帯
性
を
低
下
さ
せ
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
県
民
生
活
を
希
求
す
る
我
々
と
し

て
は
、
大
き
な
危
惧
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
本
県
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
自
治
体
が
抱
え
る
不
安
の
実
情

を
十
分
認
識
さ
れ
、
近
く
実
施
さ
れ
る
防
衛
計
画
大
綱
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
各
地
域
の
陸
上
自
衛
隊
の

定
員
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
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